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序

　新潟県教育委員会では、平成２5年度から国土交通省及び東日本高速道路株

式会社が所管する道路事業に伴う埋蔵文化財の事前調査を直営の体制で行っ

ており、本書は平成２9・３０年度に実施した調査成果をまとめたものです。

　本書には２６か所で実施した試掘・確認調査の結果を掲載しました。国土交

通省が新直轄道路として村上市朝日から山形県鶴岡市まで建設する一般国道

７ 号朝日温海道路（日本海沿岸東北自動車道）の試掘・確認調査が平成２７年

度から本格化しております。残念ながら新たな遺跡は発見されませんでした

が、村上市桧原から大須戸までは、過去幾度となく岩船山地から供給された

土石流に覆われたことが明らかとなりました。しかし、数点ではありますが

３ 地区から縄文土器が見つかり、このような厳しい環境下でも活動の痕跡が

あることが分かりました。

　本書が県内の埋蔵文化財保護行政の基礎資料となり、地域の歴史に興味を

持つ多くの方にも活用されることを願っています。

　最後になりますが、調査に際して多大な御協力と御援助を賜りました地元

市町村教育委員会、近隣住民各位、国土交通省北陸地方整備局及び各国道事

務所に対し、厚くお礼申し上げます。

　　平成３１年 ３ 月

 新潟県教育委員会　　　　　　　　

 教育長　　池　田　幸　博
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例　　言

１  　本報告書は、新潟県教育委員会（以下、「県教委」とする）が平成２9・３０年度に実施した埋蔵文

化財の事前調査（試掘・確認調査、詳細分布調査）の記録である。

２  　本事業は、文化庁国庫補助金（県内遺跡発掘調査等）を受けて、県教委が主体となって実施し

た。

３  　出土遺物の注記は、調査年度（平成２9・３０年）と略号を用い、地区名・トレンチ番号･層位等

を記載した。例えば朝日温海道路は「２9アサ」、栗ノ木道路は「３０シクツ栗」である。

4  　出土品及び調査・整理作業に係る各種資料は、一括して県教委が保管・管理している。

5  　本事業に係る重機・作業員等の調査支援業務は、株式会社吉田建設に委託した。

６  　各事業の図版の構成は、第 １図位置図、第 ２図トレンチ位置図、第 ３図土層柱状図を基本とし、

複数ある場合は枝番を付した。それ以降を写真図版とし、土層柱状図が無い場合は第 ３図から １

点ごとに連番を付した。

７  　土層柱状図は分層を行ったが、同一層名を付したトレンチがある。各トレンチ内で分層は可能

だが、相対的に同じ層としてとらえられると判断した場合、そのように記載した。

8  　本書の執筆は髙橋保雄・工藤祐大・加藤　学が行った。位置図・トレンチ位置図・土層柱状図

の作成は、工藤が行った。

凡　　例
第 ２図トレンチ位置図

　　　　

凡例1

| | 平成29・30年度 ~ 調査トレンチ

調査対象範囲 （遺構検出）

----―’ 
平成28年度以前 | 1 調査トレンチ

＇ ＇ 
’―----

調査対象範囲 （中世以前の遺物出土）

一
調査トレンチ | | 調査トレンチ

（遺構・遺物出土） （遺構・遺物なし）



第Ⅰ章　事業の概要

１ 　調査に至る経緯と体制

　新潟県教育委員会（以下、県教委）では、文化庁国庫補助金（県内遺跡発掘調査等）を受けて、主に国

土交通省及び東日本高速道路株式会社が所管する道路事業に伴う埋蔵文化財の事前調査（試掘・確認調査、

詳細分布調査）を平成２5年度から県教委が直営で行っている。調査に係る体制は以下のとおりである。

【平成２9年度】

総　　括　牛膓　　明　（新潟県教育庁文化行政課長）

管　　理　平田美由紀　（新潟県教育庁文化行政課長補佐）

調査指導　滝沢　規朗　（新潟県教育庁文化行政課埋蔵文化財係長）

調 査 員　石川　智紀　（新潟県教育庁文化行政課専門調査員）

　　　　　加藤　　学　（新潟県教育庁文化行政課主任調査員）

　　　　　田中　祐樹　（新潟県教育庁文化行政課文化財調査員）

　　　　　高橋　保雄　（新潟県教育庁文化行政課文化財調査員）

　　　　　工藤　祐大　（新潟県教育庁文化行政課文化財調査員）

【平成３０年度】

総　　括　牛膓　　明　（新潟県教育庁文化行政課長）

管　　理　平田美由紀　（新潟県教育庁文化行政課長補佐）

調査指導　滝沢　規朗　（新潟県教育庁文化行政課埋蔵文化財係長）

調 査 員　山崎　忠良　（新潟県教育庁文化行政課専門調査員）

　　　　　加藤　　学　（新潟県教育庁文化行政課主任調査員）

　　　　　高橋　保雄　（新潟県教育庁文化行政課文化財調査員）

　　　　　工藤　祐大　（新潟県教育庁文化行政課文化財調査員）

２ 　調査の概要

　平成２9年 4 月から平成３０年１２月までに行った調査は、第 １～ 4表、調査か所は第 １図のとおりである。こ

こでは試掘・確認調査の主な成果について述べる。

− 1−



第 １図　試掘・確認調査、分布調査位置図
※番号は第 １・ ２表「位置番号」と一致する。
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第 １表　平成２９年度　試掘・確認調査一覧
※ １：「当初」は事業者からの要望対象面積、「実績」は取扱い判断をした面積、「調査」はトレンチ面積を示す。

第 ２表　平成２９年度　分布調査一覧

− 3−

年度 事業者名
調査

事業名
位置

所在地・地区名
種別 番号

試掘 1 
村上市大毎
（推定地10)

l 

村上市大須戸
試掘 2 

（推定地6・7)

I 

試掘
一般国道7号

3 
村上市塩野町

新
朝日温海道路 （推定地5)

潟 I 

国 試掘 4 
村上市早稲田

道 （推定地3)
I 

試掘 5 
村上市板屋越
（推定地2)

国
試掘 6 

村上市桧原
平 土 （推定地2)
成 交
2 通 試掘

7 
村上市桧原上野遺跡， 

省 確認 （周知1)

年

度 試掘
一般国道7号

8 
新潟市中央区明石～

栗ノ木道路 長嶺

実施2件8か所

一般国道8号

試掘 猪子場新田南地区 ， 三条市猪子場新田

長 事故対策

岡

国 試掘
一般国道17号

10 南魚沼市竹俣
道 六日町パイパス

実施2件2か所

試掘
一般国道8号

11 糸魚川市青海
高田 青海川橋架け替え

河川
実施1件1か所

実施5件11か所

年度 I事業者名 I:: 事業名 ばl 所在地・地区名

12 I 新潟市西区信濃川大

橋西詰交差点

13 1魚沼市大浦、虫野

調査
期間

11月27日～12月

8日

7月26日～8月1

日、 10月24日～

11月2日、 11月

20日～22日、 11

月27日～12月1

日、 3月15日・ 16

日

12月 4 日 •5 日、

3月12日・13日

9月25日～29日

11月6日～17日

9月4日～13日

8月 8 日 •9 日

7月10日～13日

小計

7月18日

8月22日～25日

10月16日

調査
期間

l5月25日

小計

小計

5月30日、 6月12

日・20日

調査※1

当初 実績
面積 面積

13,620 

42,218 

110,000 6,767 

8,112 

19,595 

11,400 

7 

1,470 1,470 

111,470 103,189 

2,450 186 

5,000 5,000 

7,450 5,186 

400 410 

400 410 

119,320 108,785 

調査結果

試掘調査は不要

1試掘調査は不要

調査結果

調査 本調査 遺跡 遺構
時代

面積 必要範囲 名等 面数

248 

1,229 

114 

209 

719 

584 

7 

94 

3,204 

21 

218 

239 

32 

32 

3,475 



第 ３表　平成３0年度　試掘・確認調査一覧
※ １：「当初」は事業者からの要望対象面積、「実績」は取扱い判断をした面積、「調査」はトレンチ面積を示す。

第 4表　平成３0年度　分布調査一覧

− 4−

調査※1 調査結果

年度 事業者名
調査

事業名
位置

所在地・地区名
調査

種別 番号 期間 当初 実績 調査 本調査 遺跡 遺構

面積 面積 面積 必要範囲
時代

名等 面数

村上市北中
6月25日～28

試掘 15 
（推定地12)

日、 10月31日～ 51,800 442 

11月5日

試掘 2 
村上市大須戸

7月18日～20日 3,000 12 
（推定地6)

村上市塩野町
10月15日～17

試掘 3 日、 10月22日～ 19,000 352 
一般国道7号 （推定地4・5)

30日 136,000 
朝日温海道路

試掘 4 
村上市早稲田

11月19日～30日 35,000 579 
新 （推定地4)

潟
国

村上市板屋越
6月28日～7月

道 試掘 5 
（推定地2)

17日，12月3日～ 47,200 1,111 

12日

試掘 6 
村上市桧原

11月8日～16日 15,000 346 
（推定地2)

試掘
一般国道7号

16 
新潟市中央区紫竹山

7月24日・25日 12190 12,190 44 
紫竹山道路 ～東区紫竹

試掘
一般国道7号

8 
新潟市中央区明石～

9月13日 3,050 3,050 28 
栗ノ木道路 長嶺、長嶺～JR

国 実施3件8か所 小計 151,240 186,240 2,914 

平 土
成 交

一般国道8号
3 通

試掘 ーツ屋敷地区事故 17 三条市ーツ屋敷新田 10月19日 664 664 61 

゜
省

対策
年

度
一般国道8号

試掘 道の駅「ながおか花 18 
長岡市喜多東交差点

10月4日～12日 12,800 12,800 297 

火館（仮称）」
付近

長 一般国道17号
岡 試掘

和南津改良
19 長岡市川口和南津 6月20日・21日 7,240 5,800 69 

国

道
試掘

一般国道17号
20 魚沼市中原 10月2日 131 131 6 

中原地区歩道整備

一般国道17号
試掘 五十嵐入口交差点 21 南魚沼市石内 5月 30 日 •31 日 1,917 1,917 32 

享故対策

実施5件5か所 小計 22,752 21,312 465 

試掘 一下白般小船国津道交8号差点改 22 
上越市大潟区下小船

5月28日 420 420 8 
津

高田
一般国道18号

河川
試掘 道の駅あらい駐車 14 妙嵩市猪野山 6月11日・12日 7,900 7,900 93 

場整備

実施2件2か所 小計 8,320 8,320 101 

実施10件15か所 182,312 215,872 3,480 



第Ⅱ章　平成29年度調査の結果

１ 一般国道 ７号栗ノ木道路建設事業関係

新潟市明石～長嶺地区試掘調査
（ １）立　地
　新潟砂丘列新砂丘第Ⅱ列に位置する。標高は０.３ｍ

前後を測る。現況は更地だが、以前は宅地であった。

（ ２）調査の概要
　１０か所のトレンチを設定して試掘調査を行った。

堆積物からは、砂丘の可能性がある砂地の範囲（ ２

～ 5・ 9・１０Ｔ）と旧栗ノ木川の流路内と判断でき

る範囲（ １・ ６～ 8Ｔ）に分かれる。堆積物の表記

は、前者をローマ数字、後者をアラビア数字とした。

（ ３）層　序
　【共通堆積物】

０層：現代の盛土（造成時の盛土。ビニール、コンクリートなどを含む）。

　　Ⅰ層：黒褐色細砂（旧表土。１9世紀の陶磁器を含む）。

　　Ⅱ層：黒色細砂（均質で混入物なし。黒色のベースは砂鉄）。

　　Ⅲ層：灰色細砂（均質で混入物なし。しまりが弱い）。

　　Ⅳ層：褐色細砂（均質で混入物なし。しまりが強い。地表における堆積物と考えられる）。

　　Ⅴ層：灰色細砂（均質で混入物なし。しまりが弱い）。

　　Ⅵ層：灰色泥炭混じり細砂質（植物遺体がラミナ状に介在する）。

　　Ⅶ層：灰色泥炭混じり細砂質（Ⅵ層と連続するが、植物遺体の比率がより高い）。

　【旧栗ノ木川流路内堆積物】

１層：灰色粗砂（均質で混入物なし。洪水による一過性の堆積物と見られる）。

２層：灰色シルト（１8世紀後半以降の陶磁器がわずかに出土した）。

３層：褐灰色泥炭質シルト（植物遺体を主体とする。湿地的な環境の堆積物と見られる）。

4層：暗灰色シルト（植物遺体がラミナ状に介在する）。

　１０Ｔの標高−０.5～−０.8ｍ付近では、しまりが強いシルトと細砂の互層を検出した。他の自然堆積層とは

明らかに土質が異なり、盛土と考えられる。前後のトレンチでも存在した可能性があるが、現代の攪乱に

よって失われている。絵図等の位置関係から、栗ノ木川沿いに存在した近世以降の道である可能性が考え

られるが、遺存状況が良好でなく、詳細は不明である。

　また、 ２～ 5・ 9・１０Ｔ付近では新砂丘Ⅱを検出した可能性があるが、下部のⅥ・Ⅶ層では泥炭を介在

しており、通常の砂丘堆積物とはいえない。

第 １図　位置図（ １：５0,000）

− 5−

（国土地理院 「新潟」 平成９年発行）



（ 4）遺構・遺物
　すべての地点で、中世以前と考える遺構・遺物を検

出できなかった。なお、 ６～ 8Ｔのみで１8世紀後半以

降の陶磁器が出土した。

　今回の調査対象地は、絵図等との比較から近世沼垂

町に相当すると考えられたが、町屋の痕跡などを検出

できなかった。想定よりも旧栗ノ木川の川幅が広かっ

た可能性がある。また、かつて存在したであろう町屋

の層準は、著しく損壊していることも明らかになった。

（ 5）調査の結果と取扱い
　調査の結果、中世以前の遺構・遺物は検出できなかっ

た。対象範囲の本発掘調査は不要と判断する。

第 ３図　土層柱状図（ １：40）

第 ５図　１0T土層断面（西から）第 4図　 ８ T土層断面（北から）

第 ２図　トレンチ位置図（ １：２,000）

標高（m）

←万代島

国道 ７号

紫竹山IC→

− 6−
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２ 　一般国道 8号猪子場新田南地区事故対策事業関係

三条市猪子場新田地区試掘調査
（ １）立　地
　信濃川右岸、標高8.３～9.5ｍの自然堤防間の沖積地に

立地する。現況は水田及び店舗駐車場で、現在の国道

8号開通前は工業用地である。

（ ２）調査の概要
　今回の調査対象地は、平成２8年度に猪子場地区にて

実施した２8- 5 Ｔと２8- 8 Ｔの間に位置し、２か所のトレ

ンチを設定した。歩道造成に伴う盛土などが約１.5ｍ厚

であり、含有した水と共に大きく崩れてくる所もあっ

た。そのため現道への影響や作業の安全性を考慮し、旧

表土以下は深度１.5ｍ程度で終了とした。

（ ３）層　序
　今回の対象範囲の堆積状況は、色調・土質ともに平

成２７・２8年度の調査結果と差異が無いことから、そ

の基本層序と対比させた。下記はその各層のおおま

かな傾向であるが、今回検出できなかった層は除い

ている。

　 ０層：盛土・攪乱（底面から湧水）。

　Ⅳ層：緑灰色粘質シルト＋砂の互層。

　Ⅴ層：黒褐色腐食土。

　Ⅶ層：暗緑灰色粘質シルト。

　Ⅷ層：暗褐色腐食土。

（ 4）遺構・遺物
　なし。

（ 5）調査の結果と取扱い
　調査の結果、中世以前の遺構・遺物は検出できな

かった。猪子場新田南地区については、今回の調査

結果及び平成２７・２8年度の調査結果を勘案し、本発

掘調査は不要と判断する。

第 ２図　トレンチ位置図（ １：２,000）

第 １図　位置図（ １：５0,000）

− 7−

（国土地理院 「三条」 平成８年発行）
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標高（m）

第 ３図　土層柱状図（ １：40）

第 4図　全景（東から）

第 ５図　 １ T土層断面（北東から）

第 ６図　 ２ T土層断面（北東から）
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３ 　一般国道 ７号朝日温海道路建設事業関係

「推定地 7」（村上市大須戸地区①）試掘調査
（ １）立　地
　大須戸川の支流米ヶ沢左岸の河岸段丘上である。標

高は１１２.5～１１７ｍほどで、現況は水田放棄地である。

（ ２）調査の概要
　１６か所のトレンチを設定して試掘調査を行った。

　谷底の堆積物であり、土壌化した堆積物と、洪水

性の堆積物が交互に堆積していた。

（ ３）層　序
Ⅰａ層：耕作放棄前の表土。

Ⅰｂ層：区画整理時の造成土。

Ⅰｃ層：区画整理前の表土。

Ⅱ　層：灰白色砂質シルト。

Ⅲ　層：暗褐色砂質シルト。

Ⅳａ層：黄灰色砂礫（礫がより少ない）。

Ⅳｂ層：黄灰色砂礫（礫が主体）。

Ⅴ　層：灰色シルト。

Ⅵａ層：黄橙色粗砂。

Ⅵｂ層：黄橙色砂礫。

Ⅶ　層：暗褐色砂質シルト（泥炭質）。

Ⅷ　層：灰白色粗砂（凝灰岩の風化礫か）。

Ⅸ　層：黄灰色粗砂。

Ⅹ　層：黄灰色砂礫（真砂土）。

　このうちⅢ層・Ⅴ層・Ⅶ層は、炭化物をごくわず

かに含み、土壌化していると考えられた。比較的安

定した環境での堆積物と想定し、遺跡の有無につい

て特に留意しながら調査を進めた。一方、Ⅱ層・Ⅳ

層・Ⅵ層は洪水性の堆積物、Ⅸ層・Ⅹ層は基盤層で

ある可能性がより高いと判断した。

（ 4）遺構・遺物
　すべての地点で遺構を検出できなかった。遺物は、8

トレンチⅣa層で縄文土器の細片１点が出土した。土石

流堆積物中からの出土であり、ほかに出土遺物は認めら

れなかった。上流から押し流されて調査地点に到達した

可能性が高く、近隣に遺跡が存在する可能性がある。

第 ２図　トレンチ位置図（ １：２,000）

第 4図　全景（東から）

第 １図　位置図（ １：５0,000）

− 9−

（国土地理院 「勝木」 平成元年発行）



（ 5）調査の結果と取扱い
　縄文土器 １点が出土したが、土石流とともに上流から押し流されてきたものと考えられた。ほかに遺物

はなく、遺構も検出できなかったことから、今回の対象範囲について本発掘調査は不要と判断する。

第 ３図　土層柱状図（ １：40）

●縄文土器出土

●

標高（m）
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第 ６図　 4 T土層断面（北から）

第 ８図　１１T土層断面（北西から）

第１0図　 ８ T（Ⅳa層）出土遺物

第 ５図　 １ T土層断面（北から）

第 ７図　 ８ T土層断面（南から）

第 ９図　１２T土層断面（北西から）
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4 　一般国道 ７号朝日温海道路建設事業関係

「推定地 ２」（村上市桧原地区）試掘調査
（ １）立　地
　高根川右岸の扇状地上の緩斜面に立地する。標高

58～６4ｍほどで、現況は山林である。

（ ２）調査の概要
　２4か所のトレンチで試掘調査を行った。調査対象

地の堆積物は、扇状地を形成する土石流堆積物を基

本とする。事業用地西側の山地を形成する岩船花崗

岩類の再堆積物からなり、花崗岩の砂礫で構成され

る。この間に、土壌化した層位が介在していること

から、土石流災害がたびたび発生したものと考えら

れる。

（ ３）層　序
　Ⅰａ層：黒褐色土（表土）。

　Ⅰｂ層：暗褐色土（表土）。

　Ⅱ　層：黄褐色砂礫。

　Ⅲ　層：灰白色砂礫。

　Ⅳａ層：暗褐色土。

　Ⅳｂ層：黒色土（炭化物をわずかに含む）。

　Ⅳｃ層：暗褐色土。

　Ⅴ　層：にぶい黄橙色砂礫。

　Ⅵ　層： 浅黄色細砂（炭化物をわずかに含む。縄

文土器出土）。

　Ⅶ　層：灰白色砂礫。

　Ⅷ　層：明褐色粗砂（炭化物をわずかに含む）。

　Ⅸ　層：明褐色砂礫。

　このうちⅣ層・Ⅵ層は、炭化物を含み、土壌化していると考えられた。比較的安定した環境での堆積物

と想定し、遺跡の有無について特に留意しながら調査を進めた。

（ 4）遺構
　１１Ｔで炭化物が集中する範囲（以下、「炭化物集中」とする。）を検出した。その上位から縄文土器が １

点出土したことから、遺構の可能性を考慮して調査を進めた。炭化物集中は、直径６０ｃｍほどのプランが

２か所あり、中心付近が焼土化していた。その周囲には、直径 ２ｍほどの窪地のプランが認められたこと

から、竪穴建物に伴う地床炉を検出したものと考えた。これを受け、幅２０ｃｍのトレンチを設定し、人力

掘削にて断ち割り調査を行った。その所見は、次のとおりである。

①炭化物集中は水平に堆積せず、斜位に潜り込んでいた。

第 １図　位置図（ １：５0,000）

第 4図　１0～２4T付近全景（南西から）

− 12 −

（国土地理院 「塩野町」 平成元年発行）



②炭化物集中は窪地の床面付近でなく、埋土上位の堆積物であった。

③窪地埋土は、基本層序の堆積順序と逆転していた。これは、倒木痕に認められる現象と考えた。

④ 縄文土器が出土したⅥ層は、窪地が完全に埋没した後の堆積物であった。したがって、縄文土器は窪

地や炭化物集中に伴う遺物ではない。

トレンチ調査の掘削土については、洗浄・選別作業を行った。炉であれば、人工遺物や種子・骨などの

食物残渣が検出されると想定したが、炭化材を検出したのみであった。また、周辺にトレンチを密に設定

したが、当該層位で遺構は検出されず、倒木痕を複数検出した（２１Ｔ）。これらの状況を総合すると、窪地

は倒木痕であり、炭化物集中は山火事などで形成された可能性が高いと考えられた。したがって、窪地と

炭化物集中は、遺構ではないと判断した。

　このほか、調査対象地に ３基の塚状の盛土が存在したことから、トレンチを設定し人力掘削にて調査し

た。その結果、盛土のしまりは非常に弱く、ビニールが含まれており、遺構ではないと判断した。地域住

民によれば、周辺に塚などの信仰対象はなく、桑畑の造成時に集積した盛土であろうとのことである。調

査対象地周辺には塚状の盛土が点在するが、調査成果と地域住民の話を踏まえると、遺構でない可能性が

高い。

（ 5）遺物
　遺物は、１１Ｔと１６Ｔで縄文土器片が各 １点出土した。

　１１ＴⅥ層（現地表下１.７ｍ）では縄文土器が出土した。器面の調整や胎土の様子から縄文時代後期後半か

ら晩期前半ころのものと考えられる。Ⅵ層は炭化物を含み、比較的安定した環境における堆積物と考えた。

また、土器の器表面や破断面の摩耗が弱く、上流から流下したものではないと判断した。このことから、

調査対象地周辺に遺跡が存在する可能性を考え、１１Ｔを拡張し、周辺にトレンチを密に設定したが、遺物

の広がりは認められなかった。

　１６ＴⅡ層（現地表下０.３ｍ）では縄文土器が出土した。縄文原体・器壁の様子から縄文時代後期ころのも

のと考えられる。１１Ｔ出土資料と比べると、器表面や破断面の摩耗が顕著である。出土層位は土石流堆積

物と考えられ、上流から流下したものと判断した。

第 ２図　トレンチ位置図（ １：２,000）
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●縄文土器出土

●

標高（m）

第 ３図－ １　土層柱状図（ １：40）

●
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（ ６）調査の結果と取扱い
　調査の結果、縄文土器 ２点が出土した。この

うち１１Ｔの縄文土器については、炭化物を含む

土壌化した層準から出土しており、周辺に遺跡

が存在する可能性がある。しかし、遺物の広が

りは認められず、これに伴う遺構も検出できな

かったことから、本発掘調査は不要と判断する。

また、調査対象範囲内に部分的にある未買収地

２か所（第 ２図アミカケ部）については、周辺

のトレンチの状況から遺跡が存在しないと判断

でき、追加の試掘調査は不要とする。

標高（m）

第 ３図－ ２　土層柱状図（ １：40）

第 ５図　 ６ T土層断面（北西から）

第 ６図　１１T土層断面（北東から）

第 ７図　１６T土層断面（北西から）

第 ８図　左：１１T（Ⅵ層）、右：１６T（Ⅱ層）出土遺物
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5 　一般国道 ７号朝日温海道路建設事業関係

村上市桧原地区上野遺跡確認調査
（ １）立　地
　高根川右岸の扇状地上、標高は３６ｍほどで、現況

は荒地である。

（ ２）調査の概要
　一般国道 ７号朝日温海道路事業地内の上野遺跡に

おいて、時期不詳の盛土が認められた。旧出羽街道

沿いに位置することから、近世以前の構築物である

可能性が想定されたため、遺構の年代と性格を明ら

かにすることで、今後の協議資料を得ることとした。

盛土と直交する方向に、幅 １ｍ・長さ ７ｍのトレン

チを設定し、人力で掘削・精査を行い、遺構・遺物

の有無を確認した。

（ ３）層　序
１層：明褐色土（表土）。

２層：褐色土。

３層：暗褐色土。

4層：褐色土。

5層：暗黄灰色土（表土と地山の漸移層）。

６層：明黄褐色砂礫（本調査範囲の基本層序Ⅱ層）。

（ 4）遺構・遺物
　盛土は １～ ３層からなる。最も古い段階に形成さ

れた盛土 ３層には、ビニール・発泡スチロールが含

まれており、現代に築かれた盛土と判断した。自然

堆積層である 4層・ 5層においても遺物は認められ

なかった。

（ 5）調査の結果と取扱い
　盛土は現代に構築されたものと判断されたことか

ら、本発掘調査の対象とする必要はない。

第 １図　位置図（ １：５0,000）

第 ３図　盛土断面（南から）

第 ２図　トレンチ位置図（ １：２,000）
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（国土地理院 「塩野町」 平成元年発行）
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６ 　一般国道１７号六日町バイパス事業関係

南魚沼市竹俣地区～竹俣新田地区試掘調査
（ １）立　地
　魚野川左岸の鎌倉沢川が形成した扇状地上に立地

する。標高は約１７０ｍである。現況は工場跡地と荒蕪

地である。

（ ２）調査の概要
　１３か所のトレンチで調査を行った。

（ ３）層　序
　 ０層：盛土層（工場造成時の盛土）。

　Ⅰ層：現代の水田耕作土。

　Ⅱ層：灰色粗砂～細砂。

　Ⅲ層：暗褐色泥炭質シルト。

　　　　 砂を介在する上部のⅢａ層と、より暗い色

調のⅢｂ層に細分した。

　Ⅳ層：灰色粗砂～砂礫。

　Ⅴ層：暗褐色泥炭質シルト。

　 色調がより明るいⅤａ層、暗いⅤｂ層に細

分した。

　Ⅵ層：灰色粗砂～砂礫。

　Ⅶ層：暗褐色泥炭質シルト。

　Ⅷ層：灰色粗砂。

　Ⅸ層：黒褐色シルト。

　Ⅹ層：青灰色～黄灰色シルト。

　Ⅺ層：灰色粗砂～砂礫。

　Ⅻ層：青灰色シルト。

　ⅩⅢ層：褐灰色泥炭質シルト。

　ⅩⅣ層：灰色細砂～砂質シルト。

第 １図　位置図（ １：５0,000）

第 4図　全景（南西から）

第 ５図　 １ T土層断面（東から）
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（国土地理院 「十日町」 平成10年発行）
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　一過性の洪水堆積物である砂～砂礫と、湿地性の堆積物である泥炭質シルトの互層からなる。この状況

から、水の影響を受けやすい環境にあったと考えられる。

　また、 5か所で検出したⅨ層は土壌化しており、遺物が存在する可能性がより高いと考えた。崩落の危

険があったことから、土壌を地上に上げて遺物の有無を確認したが、遺物は出土しなかった。

（ 4）遺構・遺物
　 ６ＴのⅩ層上面（地表下２.5ｍ）において、Ⅸ層が落ち込む溝状のプランを検出した。Ⅸ層の層相を考慮

すると、遺構である可能性もあるが、周囲にその広がりを認めることはできなかった。また、覆土を構成

するⅨ層から遺物は出土しておらず、時期の詳細は不明である。遺物は出土しなかった。

（ 5）調査の結果と取扱い
　調査の結果、 ６Ｔで遺構の可能性がある落ち込みを検出したが、その広がりは認められず、遺物も出土

しなかったことから、今回の対象範囲について本発掘調査は不要と判断する。

第 ２図　トレンチ位置図（ １：２,000）

第 ７図　 ８ T土層断面（東から）第 ６図　 ６ T溝状プラン検出状況（西から）
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第 ３図　土層柱状図（ １：40）

第 ９図　１３T土層断面（北から）第 ８図　１１T土層断面（北から）

標高（m）
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７ 　一般国道 ７号朝日温海道路建設事業関係

「推定地 3」（村上市早稲田地区）試掘調査
（ １）立　地
　調査対象地は男川両岸の河岸段丘上に立地し、地

形は右岸が急傾斜を挟み ２段、左岸が緩斜面で 4段

に形成される。標高は約７３～７9ｍで、現況は杉が植

林された山林である。

（ ２）調査の概要
　１６か所のトレンチで試掘調査を行った。調査区東側

に存在する約１,１２5㎡の未調査区については、周囲の調

査結果で試掘調査の要否を判断することにした。

　深さは基盤層と考える砂礫層のⅤ層を目途とし

た。

（ ３）層　序
　Ⅰ層は表土に伴うものと考える層を一括した。

　　Ⅰａ層：黒褐色土（腐植土、しまりなし）。

　　Ⅰｂ層：茶褐色シルト（しまり弱い）。

　　Ⅰｃ層：黒褐色シルト。

　Ⅱ層は黄褐色～黒褐色の粘性高いシルトの水成堆積層を一

括した。

　　Ⅱａ層：黒褐色シルト。

　　Ⅱｂ層：黃褐色シルト。

　　Ⅱｃ層：茶褐色シルト。

　Ⅲ層は拳大以下の礫を主体にシルト、砂を包含する洪水由

来層を一括した。

　　Ⅲａ層：黃褐色砂礫土。

　　Ⅲｂ層：暗褐色砂礫土。

　Ⅳ層は礫が混じる褐色シルトの洪水由来層を一括した。

　　Ⅳａ層：礫を殆ど含まない。

　　Ⅳｂ層：少量の礫を含む。

　　Ⅳｃ層：礫を多量含む。

　　Ⅳｄ層：礫に砂が混じる。

　Ⅴ層は灰褐～白色の砂質シルトの滞水由来層を一括した。

　　Ⅴａ層：鉄分を多く含む。

　　Ⅴｂ層：鉄分をほとんど含まない。

　　Ⅴｃ層：灰褐色で鉄分をほとんど含まない。

第 ２図　トレンチ位置図（ １：２,000）

第 １図　位置図（ １：５0,000）
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（国土地理院 「塩野町」 平成元年発行）
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　Ⅵ層は黒褐色粘土の水成堆積層を一括した。

　　Ⅵａ層：礫を少量含む。

　　Ⅵｂ層：Ⅵa層に比べ、色調が薄い。

　Ⅶ層は茶褐色の砂礫層を主体とする河川由来層を一括した。

　　Ⅶａ層：拳大の礫主体で、砂は少量。

　　Ⅶｂ層：砂主体で礫は客体的。

　　Ⅶｃ層：礫をほとんど含まない。

　　Ⅶｄ層：小礫が主体で砂は少ない。

　Ⅷ層は黃褐色礫を含むシルトの河川由来層を一括した。

　　Ⅷａ層：拳大の礫を含むシルト（しまり弱い）。

　　Ⅷｂ層：小礫を少量含むシルト。

　　Ⅷｃ層：礫主体でシルトが客体的。

（ 4）遺構・遺物
　なし。

（ 5）調査の結果と取扱い
　調査の結果、中世以前の遺構・遺物は検出できなかった。今回の対象範囲の内、伐採木が残置されてい

た「市道5３０8号線」から南側の約 ６ｍを判断保留とし、それ以外については本発掘調査不要と判断する。

第 4図　全景（北東から） 第 ５図　 ２ T土層断面（東から）

第 ６図　 ９ T土層断面（北から） 第 ７図　１4T土層断面（東から）
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第 ３図　土層柱状図（ １：40）

標高（m）
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8 　一般国道 ７号朝日温海道路建設事業関係

「推定地 6」（村上市大須戸地区）試掘調査
（ １）立　地
　調査対象地は、大須戸川右岸の丘陵間を流れる小支流及び谷間に位置する。標高は95.２～１０２.６ｍほどで、

現況は水田放棄地である。

（ ２）調査の概要
　計１２か所のトレンチを設定し、試掘調査を実施した。谷間の堆積物であり、表土層以下は洪水性堆積物

が堆積していた。

（ ３）層　序
　Ⅰ層：耕作放棄前の表土（暗褐色シルト）。

　　Ⅰｂ層：区画整理時の造成土（明褐色～褐灰色砂礫層）。

　　Ⅰｃ層：区画整理前の旧表土（黒色シルト）。

　　Ⅰｄ層：区画整理前の整地土（褐灰色シルト）。

　Ⅱ層：黄灰色～黒灰色砂礫土。

　Ⅲ層：褐灰色～オリーブ灰色砂礫土。

　Ⅳ層：青灰色シルト。

　 　Ⅱ・Ⅲ層は同質と考えられるが、酸化の違いにより、色調が異なる。Ⅲ層は砂主体の層と、砂礫層、礫

主体の層が見られ、これらが相互に堆積する。

（ 4）遺構・遺物
　すべての地点で遺構・遺物は検出できなかった。

（ 5）調査の結果と取扱い
　調査の結果、遺構・遺物が検出できなかったことから、今回の対象範囲（センター杭№６６７+３9～６６8+２３）

については、本発掘調査は不要と判断する。

第 １図　位置図（ １：５0,000） 第 ２図　トレンチ位置図（ １：２,000）

− 23 −

（国土地理院 「勝木」 平成元年発行）



第 ３図- １ 　土層柱状図（ １：40）

標高（m）

第 4図　 ３ T～１２T付近全景（南西から）

第 ５図　 ２ T土層断面（東から）

第 ６図　 ５ T土層断面（南西から）

第 ７図　 ６ T土層断面（南西から）
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第 ３図- ２ 　土層柱状図（ １：40）

標高（m）

第 ８図　 ７ T土層断面（南西から）

第 ９図　１0T土層断面（南東から）

第１0図　１２T土層断面（北西から）
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9 　一般国道 ７号朝日温海道路建設事業関係

「推定地 7」（村上市大須戸地区②）試掘調査
（ １）立　地
　 １～ 8Ｔは、大須戸川右岸の丘陵間の谷間に位置

する。標高は１０4.０ｍ～１１０.5ｍほどで、現況は水田放

棄地及び水田である。 9～１２Ｔは大須戸川右岸の丘

陵上の平坦地に位置する。標高は１０4.5ｍ～１１３.３ｍほ

どで、現況は山林である。

（ ２）調査の概要
　１２か所のトレンチを設定して調査を行った。 １～

8Ｔは谷間の堆積物であり、表土層以下は洪水性堆

積物が堆積していた。 9～１２Ｔは岩船山地の東側丘

陵上の堆積物であり、基盤層には流紋岩質火砕岩の

風化層が堆積していた。

（ ３）層　序
　 １～ 8 T

　　Ⅰ　層：耕作放棄前の表土及び現水田表土（暗褐色シルト）。

　　Ⅰｂ層：区画整理時の造成土（暗褐色・暗灰色砂礫層）。

　　Ⅰｃ層：区画整理前の旧表土（灰褐色砂質シルト）。

　　Ⅱ　層：灰褐色砂礫土。

　 　区画整理に伴う改変のため、旧表土は １か所を除いて残ってい

なかった。

9～１２Ｔ

　　Ⅰ　層：表土（黒褐色腐植土）。

　　Ⅱ　層：暗褐色シルト（Ⅰ層の土壌化の進んだもの）。

　　Ⅲ　層：暗褐色砂礫土（Ⅱ層とⅣ層の混合土）。

　 　Ⅳ　層： 黄褐色～褐色砂礫土（流紋岩質火砕岩の風化層の堆積

と推定される）。

（ 4）遺構・遺物
　すべての地点で遺構・遺物は検出できなかった。

（ 5）調査の結果と取扱い
　調査の結果、遺構・遺物が検出できなかったことから、今回の対

象範囲（センター杭№６６9＋5６～６７１+4３）については、本発掘調査

は不要と判断する。

第 １図　位置図（ １：５0,000）

第 ２図　トレンチ位置図（ １：２,000）
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（国土地理院 「勝木」 平成元年発行）



第 ３図－ １　土層柱状図（ １：40）

標高（m）
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標高（m）

第 ３図－ ２　土層柱状図（ １：40）

第 4図　 １～ ８ T付近全景（北西から）

第 ５図　 ９～１２T付近全景（北東から）

第 ７図　 ５ T土層断面（北から）第 ６図　 ２ T土層断面（東から）

第 ９図　１１T土層断面（東から）第 ８図　 ８ T土層断面（西から）
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１０　一般国道 8号青海川橋架け替え事業

糸魚川市青海地区試掘調査
（ １）立　地
　青海川河口右岸に位置し、海岸砂丘上に形成された造成地である。現況の標高は７.5ｍ前後である。現況

は西地区公民館前駐車場である。

（ ２）調査の概要
　 ２か所のトレンチを設定して試掘調査を行った。堆積物からは、埋め立て時に造成された盛土と、海岸

砂丘に分かれる。

（ ３）層　序
０層：盛土　造成時に埋め立てられた瓦やコンクリート、タイルを含む。

Ⅰ層：暗灰色細砂　埋め立てに使用された海岸砂丘で、コンクリートなどの産業廃棄物を含む。

Ⅱ層：暗灰色細砂　やや橙色がかったしまりの強い砂。埋め立て時の整地層。

Ⅲ層：暗灰色細砂　地山である海岸砂丘。

（ 4）遺構・遺物
　なし。

（ 5）調査の結果と取扱い
　調査の結果、中世以前の遺構・遺物は検出できなかった。今回の対象範囲については、本発掘調査は不

要と判断する。

第 １図　位置図（ １：５0,000） 第 4図　全景（東から）

− 29 −

（国土地理院 「糸魚川」 平成８年発行）



第 ６図　 ２ T土層断面（西から）

第 ５図　 １ T土層断面（東から）

第 ３図　土層柱状図（ １：40）

第 ２図　トレンチ位置図（ １：２,000）

標高（m）
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１１　一般国道 ７号朝日温海道路建設事業関係

「推定地10」（村上市大毎地区）試掘調査
（ １）立　地
　大毎川左岸の河岸段丘上に位置する。標高は１３６.5

ｍ～１4６ｍほどで、現況は水田放棄地及び水田であ

る。

（ ２）調査の概要
　２１か所のトレンチを設定し、試掘調査を行った。

調査地点西側山間部からの土砂堆積物であり、調査

対象範囲全域で耕地整理に伴う客土と、耕地整理前

の耕作土が存在し、その直下に洪水堆積物が堆積し

ていた。

（ ３）層　序
Ⅰ層：耕作放棄前の表土及び現水田表土である。

Ⅱ層：耕地整理時の客土である。

Ⅲ層： 粘性の強いシルト層である。水成堆積で、含有物、色調によってⅢａ層（黒褐）、Ⅲｂ層（灰褐）、

Ⅲｃ層（灰黄褐）、Ⅲｄ層（灰黄褐、鉄分含む）に細分した。

Ⅳ層：旧耕作土及び耕作のための造成土である。

Ⅴ層： 砂礫層である。洪水由来の堆積層で、礫の大きさによってⅤａ層（小礫～拳大）とⅤｂ層（人頭大

～）に細分した。

Ⅵ層：粘質土である。水成堆積で、色調によってⅥａ層（暗褐色）とⅥｂ層（灰褐色）に細分した。

Ⅶ層：砂質シルト層である。水成堆積で、鉄分の沈着が認められる。

Ⅷ層：泥岩状の堆積層である。黒褐色を呈し、少量に小礫を含む。本地点の基盤層と考えられる。

盛土： 耕地整理に伴う盛土である。構成物で盛土ａ（黒褐土と灰褐土がマーブル状）、盛土ｂ（礫）、盛土

ｃ（灰白粘土）に細分した。

（ 4）遺構・遺物
　なし。

（ 5）調査の結果と取扱い
　調査の結果、中世以前の遺構・遺物が検出できなかった。今回の調査対象範囲の内、センター杭７６4付近

（第 ２図− ２のアミカケ部分）は判断保留とし、今後実施する周辺の未調査箇所の調査結果と合わせて本調

査要否を判断する。それ以外の範囲については本調査不要と判断する

第 １図　位置図（ １：５0,000）
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（国土地理院 「勝木」 平成16年発行）
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第 4図　全景（南から） 第 ５図　 １ T土層断面（南東から）

第 ２図－ １　トレンチ位置図（ １：２,000）

第 ２図－ ２　トレンチ位置図（ １：２,000）
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標高（m）

第 ３図－ １　土層柱状図（ １：40）
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標高（m）

第 ７図　 ９ T土層断面（北西から）

第 ６図　 ８ T土層断面（南から）

第 ９図　２0T土層断面（東から）

第 ８図　１３T土層断面（北西から）

第 ３図－ ２　土層柱状図（ １：40）
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１２　一般国道 ７号朝日温海道路建設事業関係

「推定地 7」（村上市大須戸地区③）試掘調査
（ １）立　地
　調査対象地は、大須戸川右岸の沖積地及び丘陵緩

斜面に位置する。標高は１０8.9ｍ～１１9.０ｍほどで、現

況は山林及び水田である。

（ ２）調査の概要
　事業予定地内（センター杭№６７２+３4～６７4+１4）に

おいて、１３か所のトレンチを設定して調査を行った。

（ ３）層　序
　調査区が丘陵と沖積地で土層が異なることから、

１～ ３Ｔ（丘陵）、4～１３Ｔ（沖積地）で分けた。各

層の具体的な内容は次のとおりである。

１～ ３Ｔ

　Ⅰ層：表土（黒色シルト）。

　Ⅱ層：黒褐色シルト。

　Ⅲ層：黒色シルト。

　Ⅳ層：暗褐色シルト。

　Ⅴ層：褐色シルト。

　Ⅵ層：にぶい褐色砂礫土。

Ⅰ～Ⅴ層には橙色泥岩が含まれ、Ⅵ層には橙色泥岩

が多く含まれる。

第 １図　位置図（ １：５0,000）

標高（m）

第 ３図－ １　土層柱状図（ １：40）

第 4図　 １ T土層断面（東から）
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（国土地理院 「勝木」 平成元年発行）
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4 ～１３Ｔ

　Ⅰ層：水田耕作土（暗褐色シルト）。

　　Ⅰｂ層：区画整理前の旧表土（黒褐色シルト）。

　　Ⅰｃ層：区画整理前の整地土（黒褐色シルト）。

　Ⅱ層：区画整理時の整地土（暗褐色砂礫土）。

　　Ⅱ′層：区画整理時の整地土

（にぶい褐色砂礫土）。

　　Ⅱ″層：区画整理時の整地土（黄褐色砂礫土）。

　　Ⅱｂ層：区画整理前の整地土（暗褐色砂礫土）。

　Ⅲ層：褐色砂礫土。

　　Ⅲｂ層：暗灰色シルト。

　　Ⅲｃ層：灰色砂礫土。

　Ⅳ層：黄褐色砂礫土。

　Ⅴ層：褐色シルト。

　Ⅵ層：褐色砂礫土。

　Ⅶ層：青灰色粘土。

Ⅲ～Ⅶ層は粘土～砂礫土に細分したが、洪水堆積層

である。

（ 4）遺構・遺物
　すべての地点で遺構・遺物は検出できなかった。

（ 5）調査の結果と取扱い
　調査の結果、遺構・遺物が検出できなかったことから、今回の対象範囲（センター杭№６７２+３4～６７4+１4）

については、本発掘調査は不要と判断する。

第 ３図　トレンチ位置図（ １：２,000）

第 ５図　 ７ T土層断面（東から）

第 ６図　１２T土層断面（北東から）
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第 ３図－ ２　土層柱状図（ １：40）

標高（m）
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１３　一般国道 ７号朝日温海道路建設事業関係

「推定地 7」（村上市大須戸地区④）試掘調査
（ １）立　地

第 １図　位置図（ １：５0,000）

第 4図　全景（北西から）

第 ５図　 ７ T土層断面（南西から）

　大須戸川右岸の支流・米ヶ沢右岸の河岸段丘及び

岩船山地から延びる丘陵、及び丘陵から流れる小河

川の谷間に位置する。標高は１１６.5～１２4.０ｍほどで、

現況は水田放棄地、山林である。

（ ２）調査の概要
　３３か所のトレンチで試掘調査を行った。調査区の

北側の河岸段丘と、南側の丘陵及び小河川部では土

層に若干の違い見られるため分けた。北側（ １～１３

Ｔ）は段丘上の堆積物であり、表土層以下は洪水性

堆積物が堆積していた。しかし区画整理に伴う改変

のため、旧表土が残っているトレンチは少なかった。

Ⅱ層は砂主体の層、砂礫層、礫主体の層が相互に堆

積する。南側（１4～３３Ｔ）の丘陵及び小河川部の表

土層以下は、風化した花崗岩類の砂礫層及びこれら

の土石流の堆積層である。

（ ３）層　序
１～１３Ｔ

　Ⅰ　層：耕作放棄前の表土（黒褐色シルト）。

　Ⅰｂ層：区画整理時の造成土（暗褐色砂礫層）。

　Ⅰｃ層：区画整理前の旧表土（灰褐色砂質シルト）。

　Ⅱ　層：黄褐色砂礫土。

　Ⅱｂ層：黄褐色砂（Ⅱ層の砂主体の層）。

１4～３３Ｔ

　Ⅰ　層：表土（黒褐色シルト）。

　Ⅱ　層：暗褐色砂礫土。

　Ⅲ　層：暗赤褐色～暗褐色砂礫土。

　Ⅳ　層：赤褐色～褐色砂礫土。

（ 4）遺構・遺物
　なし。

（ 5）調査の結果と取扱い
　調査の結果、遺構・遺物が検出できなかったこと

から、今回の対象範囲（センター杭№６７5+６０～

６７8+5０）については、本発掘調査は不要と判断する。

− 38 −

（第１図出典：国土地理院 「勝木」 平成元年発行）



第 ２図　トレンチ位置図（ １：２,000）

標高（m）

第 ３図－ １　土層柱状図（ １：40）

調査不可
調査不可
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標高（m）

第 ７図　３３T土層断面（北西から）第 ６図　２２T土層断面（東から）

第 ３図－ ２　土層柱状図（ １：40）
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標高（m）

第 ３図－ ３　土層柱状図（ １：40）
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１4　一般国道 ７号朝日温海道路建設事業関係

「推定地 ２」（村上市板屋越地区）試掘調査
（ １）立　地
　調査対象地は、岩船山地東側の扇状地の緩斜面に

立地する。標高は６７.２～７３.３ｍほどで、現況は山林で

ある。

（ ２）調査の概要
　5２か所のトレンチを設定し、試掘調査を行った。

調査対象地が扇状地地形に立地するため、表土層以

下は扇状地堆積物であり、西側に広がる岩船山地か

ら供給された花崗岩類の砂礫が堆積する。

（ ３）層　序
Ⅰ層：表土（黒褐色シルト）。

Ⅱ層：暗褐色砂礫土。

Ⅲ層：暗褐色砂。

Ⅳ層：褐色砂礫土。

Ⅴ層：黄褐色砂礫土。

Ⅵ層：にぶい黄褐色砂礫土。

　Ⅵｂ層：にぶい黄褐色砂礫土（砂主体）。

　Ⅵｃ層：暗褐色砂礫土。

　Ⅵｄ層：褐色砂礫土（砂主体）。

　Ⅵｅ層： にぶい黄褐色砂礫土（礫主体・縄文土器

出土）。

　Ⅱ～Ⅵ層は扇状地堆積物と考えられるが、色調と

構成する砂礫の状態から細分した。Ⅵｃ層は断片的

にしか見られないが、黒色化していることからやや

安定した環境での堆積と推定される。

（ ２）遺構・遺物
　遺構は検出されなかった。遺物は１5Ｔから縄文土

器片が １点出土した。粗製深鉢で器面に疑似縄文が

施文されていた。文様や器面調整から縄文時代晩期

前半頃の所産と考えられる。Ⅵｂ層（現地表下７３㎝）

の出土である。上流から流れてきたものと推定され

るが、土器の器表面や破断面の摩耗が弱いことから、

比較的近くから流れてきたものと考えられる。周辺にトレンチを密に設定したが、遺物の広がりは見られ

なかった。

第 １図　位置図（ １：５0,000）

第 4図　 １～１２T付近全景（北西から）

第 ５図　4３～５２T付近全景（北西から）

− 42 −

（第１図出典：国土地理院 「塩野町」 平成元年発行）



（ 5）調査の結果と取扱い
　調査の結果、縄文土器 １点が出土した。土器の器表面や破断面の摩耗が弱いことから、比較的調査対象

地の近くから流れてきたものと考えられ、周辺に遺跡が存在する可能性がある。しかし、調査対象地では

遺物の広がりは認められず、遺構も検出されなかった。

　したがって、今回の対象範囲（センター杭№６１4～６１７+１０）については、本発掘調査は不要と判断する。

第 ２図　トレンチ位置図（ １：２,000）

調査不可

調査不可調
査
不
可

調
査
不
可

調査不可

第 ７図　 ９ T土層断面（北から）

第 ６図　 4 T土層断面（南から）

第 ８図　１５T土層断面（北から）
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標高（m）

第 ３図－ １　土層柱状図（ １：40）
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●縄文土器出土

標高（m）

第 ３図－ ２　土層柱状図（ １：40）

第 ９図　１５T遺物出土状況（北から） 第１0図　１９T土層断面（西から）

●
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標高（m）

第 ３図－ ３　土層柱状図（ １：40）
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第１２図　4３T土層断面（東から）第１１図　３５T土層断面（北東から）

標高（m）

第 ３図－ 4　土層柱状図（ １：40）
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第１4図　１５TⅥｂ層出土土器第１３図　５0T土層断面（南から）

標高（m）

第 ３図－ ５　土層柱状図（ １：40）
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１5　一般国道 ７号朝日温海道路建設事業関係

「推定地 5」（村上市塩野町地区）試掘調査
（ １）立　地

第 １図　位置図（ １：５0,000）

第 4図　全景（北西から）

第 ２図　トレンチ位置図（ １：２,000）

　調査対象地は、大須戸川の支流、塩野町川右岸の

沖積地に立地する。標高は85.8～8７.9ｍほどで、現況

は水田である。

（ ２）調査の概要
　１０か所のトレンチを設定し、試掘調査を行った。

塩野町川による沖積地であり、表土・旧表土層以外

は洪水性堆積物が堆積していた。

（ ３）層　序
Ⅰ　層：水田耕作土（暗褐色シルト）。

Ⅰｂ層：区画整理時の整地土（暗褐色砂礫土）。

Ⅰｃ層：区画整理前の旧表土（暗灰色シルト）。

Ⅰｄ層：区画整理前の整地土

　　　　（灰色シルト～褐灰色砂礫土）。

Ⅱ　層：褐色砂礫土。

　Ⅱ層は砂主体の層と、砂礫層、礫主体の層が見ら

れ、これらが相互に堆積する。

（ 4）遺構・遺物
　なし。

（ 5）調査の結果と取扱い
　調査の結果、遺構・遺物が検出できなかったこと

から、今回の対象範囲（センター杭№６48+２4～

６49+5０）については、本発掘調査は不

要と判断する。

− 49 −

（国土地理院 「勝木」「塩野町」 平成元年発行）
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標高（m）

第 ３図　土層柱状図（ １：40）

第 ５図　 １ T土層断面（東から） 第 ６図　 ８ T土層断面（南東から）
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第Ⅲ章　平成30年度調査の結果

１ 　一般国道 8号下小船津交差点改良事業関係

上越市大潟区下小船津地内試掘調査
（ １）立　地
　日本海から約６００ｍ内陸の潟町砂丘に立地し、標高

は約６.5ｍを測る。中世（１4～１5世紀）に比定される

中ノ山遺跡からは北東約5００ｍに位置する。

（ ２）調査の概要
　 ２か所にトレンチを設定し、試掘調査を行った。今

回の調査区は潟町砂丘の堆積物で、新砂丘砂層Ⅱに

相当する。

（ ３）層　序
Ⅰ層：暗褐色砂（表土）。

Ⅱ層：にぶい黄褐色砂。

Ⅲ層：黒褐色砂（中世相当層と推定される）。

Ⅳ層：灰黄褐色砂。

Ⅴ層：灰黄褐色砂（砂粒はⅣ層より粗い）。

（ 4）遺構・遺物
　なし。

（ 5）調査の結果と取扱い
　調査の結果、遺構・遺物を検出できなかったこと

から、今回の対象範囲について本発掘調査は不要と

判断する。

第 １図　位置図（ １：５0,000）

標高（m）

第 ２図　トレンチ位置図（ １：２,000）

第 ３図　土層柱状図（ １：40）

第 4図　全景（北東から）
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（国土地理院 「柿崎」 平成10年発行）
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２ 　一般国道１７号五十嵐入口交差点事故対策事業関係

南魚沼市石打地内試掘調査
（ １）立　地
　魚野川左岸の氾濫原面及び二十日石地すべり土塊

堆積面［塩沢町２００２］による丘陵裾部に立地する。

（ ２）調査の概要
　 5か所にトレンチを設定し、試掘調査を行った。

調査区の立地から基盤層は魚野川の河川堆積物、及

び丘陵裾部は山塊崩落堆積物と推定される。

（ ３）層　序
魚野川の氾濫原面

Ⅰ　層： にぶい黄褐色砂礫土、褐灰色シルト質砂 

（表土、水田耕作土）。

Ⅰ′層：にぶい灰黄褐色砂礫土（盛土、カクラン土）。

Ⅱ　層：褐灰色シルト質砂（魚野川氾濫原の堆積土）。

Ⅲ　層： にぶい黄褐色砂礫土、（魚野川氾濫原の堆

積）。

地すべり土塊堆積面

Ⅰ　層：褐色シルト（畑耕作土）。

Ⅱ　層：黄褐色砂礫土（山塊の崩落堆積土）。

（ 4）遺構・遺物
　なし。

（ 5）調査の結果と取扱い
　調査の結果、遺構・遺物を検出できなかったこと

から、今回の対象範囲について本発掘調査は不要と

判断する。なお、今回調査できなかった地点につい

ては、分布調査で遺物が採集できないこと、これま

で周辺の試掘調査結果から遺跡が存在する可能性が

低いため、調査対象から除外する。

第 １図　位置図（ １：５0,000）

第 4図　全景（東から）

第 ５図　 4 T土層断面（北東から）

− 52 −

（国土地理院 「越後湯沢」 1:25,000原図 平成19年発行）
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第 ２図　トレンチ位置図（ １：２,000）

標高（m）

標高（m）

第 ３図　土層柱状図（ １：40）

調査不可

調査不可

調査不可
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３ 　一般国道１8号道の駅あらい駐車場整備事業関係

妙高市猪野山地内試掘調査
（ １）立　地
　矢代川左岸の氾濫原面に立地する。この氾濫原面

は矢代川土石流Ⅲと呼ばれ、4０００年前に発生したもの

［上越市２００２］とされている。現況は水田である。

（ ２）調査の概要
　 5か所にトレンチを設定し、試掘調査を行った。

調査区の立地から基盤層は、矢代川の土石流堆積物

である。また上部は昭和5０年代の耕地整理で改変が

行われている。

（ ３）層　序
Ⅰ層：褐色シルト（現水田耕作土）。

Ⅱ層： 暗褐色シルト。砂礫土を少量含む（耕

地整理時の盛土）。

Ⅲ層：黒褐色シルト（旧水田耕作土）。

Ⅳ層： にぶい黄橙色シルト。砂礫土を中量含

む（旧水田の盛土）。

Ⅴ層： 黄褐色砂礫土（矢代川土石流Ⅲの堆

積物）。

第 ３図　土層柱状図（ １：40）第 ２図　トレンチ位置図（ １：２,000）

第 １図　位置図（ １：５0,000）
標高（m）
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（国土地理院 「高田西部」 平成13年発行）
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（ 4）遺構・遺物
　なし。

（ 5）調査の結果と取扱い
　調査の結果、遺構・遺物を検出できなかったことから、今回の対象範囲について本発掘調査は不要と判

断する。

第 4図　全景（北西から）

第 ６図　 ２ T土層断面（南西から）

第 ８図　 4 T土層断面（北東から）

第 ５図　 １ T土層断面（南西から）

第 ７図　 ３ T土層断面（北東から）

第 ９図　 ５ T土層断面（北東から）
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4 　一般国道１７号和南津改良事業関係

長岡市川口和南津地区試掘調査
（ １）立　地
　魚野川左岸の段丘面、及び段丘崖の緩斜面に立地

する。現況は水田・荒地である。標高は9２～98ｍを

測る。

（ ２）調査の概要
　 ６か所にトレンチを設定し、試掘調査を行った。調

査区の立地から基盤層は魚野川の段丘堆積物である

が、水田面と段丘崖の緩斜面では土層が異なるため、

基本層序を分けた。なお、水田面は昭和4３年に耕地

整理を行っている。

（ ３）層　序
水田面

Ⅰ　層：黒褐色シルト（現水田耕作土）。

Ⅱ　層：暗褐色シルト。砂礫土を多く含む（耕地整理時の盛土）。

Ⅲ　層：灰色砂礫土（魚野川氾濫原面：和南津Ⅱ面）。

段丘崖の緩斜面

０　層：児童公園整地層。

０′層：児童公園盛土層。

Ⅰ　層：黒褐色シルト（旧畑地耕作土）。

Ⅱ　層：暗褐色～黄褐色シルト。

Ⅲ　層：にぶい黄橙色～黄褐色シルト。

Ⅳ　層：黄褐色砂礫土（魚野川氾濫原面：和南津Ⅰ面の段丘崖礫）。

（ 4）遺構・遺物
　なし。

第 ５図　 ３ T土層断面（北東から）第 4図　 １ T土層断面（北西から）

第 １図　位置図（ １：５0,000）
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（国土地理院 「小千谷」 平成６年発行）



（ 5）調査の結果と取扱い
　調査の結果、遺構・遺物を検出できなかったことから、今回の対象範囲について本発掘調査は不要と判

断する。

第 ３図　土層柱状図（ １：40）

第 ２図　トレンチ位置図（ １：２,000）

標高（m） 標高（m）
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5 　一般国道 ７号朝日温海道路建設事業関係

「推定地1２」（村上市北中地区）試掘調査
（ １）立　地
　勝木川の左岸の河岸段丘上である。標高は94～１０4ｍほどで、現況は水田及び水田放棄地である。

（ ２）調査の概要
　３６か所にトレンチを設定し、試掘調査を行った。段丘上の堆積物であり、基盤層は勝木川の氾濫原堆積

物の砂礫土が堆積していた。

　基本層序から過去 ２回の耕地整理が行われたものと推定され、本来の表土は遺存していなかった。また

Ｔ１２では谷部の岩盤の泥岩が認められた。津川層に相当するもの［新潟県１989］と思われる。

（ ３）層　序
Ⅰ　層：暗褐色シルト（水田耕作土）。

Ⅰｂ層：暗褐色～褐色砂礫土（現水田造成時の盛土）。

Ⅰｃ層：褐灰色～灰褐色砂礫土（現水田造成時の盛土）。

Ⅰｄ層：黄褐色砂礫土（現水田造成時の盛土）。

Ⅰｅ層：暗灰色砂礫土（現水田造成時の谷部の埋土）。

Ⅱ　層：黒褐色シルト（旧水田耕作土）。

Ⅱｂ層：黄褐色砂礫土（旧水田造成時の盛土）。

Ⅲ　層：褐色～暗褐色砂～砂礫土（氾濫原堆積物）。小礫を多く含む。

Ⅳ　層：黄褐色砂～砂礫土（氾濫原堆積物）。

（ 4）遺構・遺物
　なし。

（ 5）調査の結果と取扱い
　調査の結果、遺構・遺物を検出できなかったことから、今回の対象範囲について本発掘調査は不要と判

断する。

第 １図　位置図（ １：５0,000） 第 ２図- １ 　トレンチ位置図（ １：２,000）

− 58 −

（国土地理院 「勝木」 平成16年発行）



第 ２図- ２ 　トレンチ位置図（ １：２,000）

第 ２図- ３ 　トレンチ位置図（ １：２,000）

− 59 −



第 ３図- １ 　土層柱状図（ １：40）

第 4図　全景（南から） 第 ５図　 ６ T土層断面（南東から）
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第 ７図　１4T土層断面（北西から）

第 ３図- ２ 　土層柱状図（ １：40）

第 ６図　１２T土層断面（南東から）

標高（m）
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第 ３図- ３ 　土層柱状図（ １：40）

第 ８図　１0８T土層断面（北西から） 第 ９図　１１３T土層断面（南西から）

標高（m）
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標高（m）

第 ３図- 4 　土層柱状図（ １：40）
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６ 　一般国道 ７号朝日温海道路建設事業関係

「推定地 ２」（村上市板屋越地区①）試掘調査
（ １）立　地
　調査対象地は、岩船山地東側の扇状地の緩斜面に

立地する。標高は６１～７１ｍほどで、現況は山林であ

る。

（ ２）調査の概要
　45か所にトレンチを設定し、試掘調査を行った。調

査対象地が扇状地地形に立地するため、表土層以下

は扇状地堆積物でほぼ占められる。西側に広がる岩

船山地から供給された花崗岩類の砂礫が堆積する。

（ ３）層　序
０　層　黄褐色砂礫土（盛土・カクラン土）。

Ⅰ　層　黒褐色シルト（表土）。

Ⅰ ́ 層：灰白色砂礫土（近年の土石流堆積物）。

Ⅱ　層：暗褐色シルト。

Ⅲ　層：黄褐色砂～砂礫土（土石流堆積物）。

Ⅳ　層：黄褐色砂礫土（土石流堆積物）。

Ⅴ　層：黒褐色シルト。

Ⅵ　層：暗褐色シルト～褐色砂（土石流堆積物）。

Ⅶ　層：黄褐色砂礫土（土石流堆積物）。

　Ⅰ́・Ⅲ・Ⅳ・Ⅵ・Ⅶは、扇状地での土石流堆積物

と推定される。Ⅴ層は調査区の北部では断片的にし

か認められなかったが、南部では２.２～３.０ｍの深度で

確認できた。黒色化し粒度も細かい。安定した環境

での堆積と推定される。

（ 4）遺構・遺物
　なし。

（ 5）調査の結果と取扱い
　調査の結果、遺構・遺物を検出できなかったこと

から、今回の対象範囲について本発掘調査は不要と

判断する。

第 １図　位置図（ １：５0,000）

第 4図　全景（北から）

第 ５図　２５T土層断面（東から）

− 64 −

（国土地理院 「塩野町」 1:25,000原図 平成11年発行）
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標高（m）

第 ３図- １ 　土層柱状図（ １：40）第 ２図　トレンチ位置図（ １：２,000）
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第 ３図- ２ 　土層柱状図（ １：40）

第 ７図　５4T土層断面（東から）第 ６図　３８T土層断面（東から）
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標高（m）

第 ３図- ３ 　土層柱状図（ １：40）

第 ８図　６１T土層断面（北西から） 第 ９図　６８T土層断面（西から）
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第 ３図- 4 　土層柱状図（ １：40）
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標高（m）

第 ３図- ５ 　土層柱状図（ １：40）
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７ 　一般国道 ７号朝日温海道路建設事業関係

「推定地 6」（村上市大須戸地区）試掘調査
（ １）立　地
　調査対象地は、岩船山地の東側、南北に延びる丘

陵の頂部に立地する。標高は１０２～１３4ｍほどで、現

況は山林である。

（ ２）調査の概要
　 ６か所のトレンチで試掘調査を行った。調査対象

地が丘陵頂部に立地するため、表土層以下は薄く堆

積し、すぐに基盤層と思われる層に達する。各層の

具体的な内容は、次のとおりである。

　Ⅳ層に含まれる泥岩礫は、基盤層の津川層に由来

するもの［新潟県１989］と思われる。

（ ３）層　序
Ⅰ　層：黒褐色シルト（表土）。

Ⅱ　層：暗褐色シルト。

Ⅲ　層：にぶい黄褐色シルト。

Ⅳ　層：褐色～暗褐色シルト（泥岩礫を多く含む）。

（ 4）遺構・遺物
　なし。また周辺の地形観察からも山城等の遺構は認められなかった。

（ 5）調査の結果と取扱い
　調査の結果、遺構・遺物を検出できなかったことから、今回の対象範囲について本発掘調査は不要と判

断する。

第 ２図　トレンチ位置図（ １：２,000）

第 １図　位置図（ １：５0,000）

− 70 −

（国土地理院 「葡萄」 1:25,000原図 平成26年発行）



第 ３図　土層柱状図（ １：40）

標高（m）

第 4図　全景（南から）

第 ５図　７0T土層断面（南から）

第 ６図　７３T土層断面（東から）

第 ７図　７５T土層断面（東から）
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8 　一般国道 ７号紫竹山道路事業関係

新潟市中央区紫竹山～東区紫竹地内試掘調査
（ １）立　地
　新潟砂丘新砂丘第 ２列 ３の内陸側で後背湿地ない

しは栗ノ木川沿いの低地と思われる。標高は １ｍ前

後である。現況は更地であるが、以前は道路内敷地、

宅地や商用地であった。

（ ２）調査の概要
　 5か所のトレンチで試掘調査を行った。砂丘の後

背湿地または栗ノ木川沿いの低地と推定されるが、

上層は盛土層で占められる。

（ ３）層　序
０　層：褐色～にぶい黄橙色砂礫土（盛土）。

０ ʼ 層：褐灰色砂礫土、緑灰色砂礫土（盛土）。

０ ” 層：灰黄褐色シルト質砂（盛土）。

Ⅰ　層：暗緑灰色シルト質砂礫土（盛土）。

Ⅱ　層：暗オリーブ灰色シルト。

Ⅲ　層：褐灰色～暗褐色シルト。未分解腐植物が多く含まれる（ガツボ層）。

Ⅳ　層：黄褐色砂、暗褐色シルト。一部に未分解腐植物が含まれる。

Ⅴ　層：褐灰色シルト質粘土。

Ⅵ　層：暗褐色シルト。未分解腐植物が多く含まれる（ガツボ層）。

Ⅶ　層：暗褐色～褐色砂、緑灰色砂。一部に未分解腐植物が含まれる。

第 4図　 １～ ２ T付近全景（東から）第 ２図　トレンチ位置図（ １：２,000）

第 １図　位置図（ １：５0,000）
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（国土地理院 「新潟南部」 1:25,000原図 平成21年発行）



（ 4）遺構・遺物
　なし。

（ 5）調査の結果と取扱い
　調査の結果、遺構・遺物を検出できなかったことから、今回の対象範囲について本発掘調査は不要と判

断する。

標高（m）

第 ２図　トレンチ位置図（ １：２,000）

第 ３図　土層柱状図（ １：40）

第 ５図　 １ T土層断面（南東から）

第 ６図　 ５ T土層断面（北から）
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9 　一般国道 ７号栗ノ木道路事業関係

新潟市中央区明石～長嶺地内、長嶺～ＪＲ地内試掘調査
（ １）立　地
　新潟砂丘新砂丘第 ２列 4の海側の砂丘周辺部ないしは栗ノ木川沿いの低地と思われる。標高は０.5ｍ前後

である。現況は更地であるが、以前は宅地や商用地であった。

（ ２）調査の概要
　 ３か所のトレンチで試掘調査を行った。砂丘列の周辺または栗ノ木川沿いの低地と推定されるが、上層

は盛土層、カクラン層で占められる。

（ ３）層　序
Ⅰ　層：暗褐色砂（盛土）。

Ⅱ　層：砂・礫・コンクリート片の混合土（盛土）。

Ⅲ　層：褐色砂。１9世紀以降の陶磁器が出土した。

Ⅳ　層：灰色砂。１8世紀後半以降の陶磁器が出土した。

Ⅴ　層：褐灰色ガツボ層。未分解腐植物を多く含む。

Ⅵ　層：灰色シルト質砂。

（ 4）遺構・遺物
　なし。なお １～ ３Ｔでは１8世紀後半以降の陶磁器が出土している。

（ 5）調査の結果と取扱い
　調査の結果、中世以前の遺構・遺物を検出できなかったことから、今回の対象範囲について本発掘調査

は不要と判断する。なお、平成２9年度に調査した２9- ２ Ｔと２9- ３ Ｔの間、平成２8年度に調査をした２8- 9 Ｔ

の南側は、これまでの調査結果や現地観察から、中世以前の遺構・遺物の検出されない可能性が高いと判

断されることから、試掘調査対象から除外した。

第 １図　位置図（ １：５0,000） 第 4図　 １～ ３ T付近全景（南から）
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（国土地理院 「新潟」 平成９年発行）



第 ２図　トレンチ位置図（ １：２,000）

標高（m）

第 ５図　 １ T土層断面（南から）

第 ３図　土層柱状図（ １：40） 第 ６図　 ３ T土層断面（南から）
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１０　一般国道１７号中原地区歩道整備事業関係

魚沼市中原地内試掘調査
（ １）立　地
　魚野川右岸の段丘上に立地し、標高は１０9ｍを測

る。現況は水田である。

（ ２）調査の概要
　 ３か所のトレンチで試掘調査を行った。調査範囲

に隣接する水田との間に、新たに畔を造成したため

に表土の上には畦造成時の盛土が薄く堆積してい

た。基盤層には旧魚野川の段丘礫が堆積していた。

（ ３）層　序
Ⅰ層：橙色シルトとⅡ層の混合土（盛土）。

Ⅱ層：黒褐色シルト（表土・耕作土）。

Ⅲ層：暗褐色シルト。

Ⅳ層：褐色シルト。

Ⅴ層：黒褐色シルト。

Ⅵ層：黄褐色シルト。礫の混入が見られる。

（ 4）遺構・遺物
　なし。南西方向約5０ｍ先には縄文時代中期集落の

長者林遺跡が存在したが、調査対象地まで広がらない。

（ 5）調査の結果と取扱い
　調査の結果、遺構・遺物を検出できなかったことから、今回の対象範囲について本発掘調査は不要と判

断する。

第 ３図　土層柱状図（ １：40） 第 4図　 １ T土層断面（西から）

標高（m）

第 １図　位置図（ １：５0,000）

第 ２図　トレンチ位置図（ １：２,000）

− 76 −

（第１図出典：国土地理院 「小千谷」 平成６年発行）
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１１　一般国道 8号道の駅「ながおか花火館（仮称）」事業関係

長岡市喜多東交差点付近試掘調査
（ １）立　地
　信濃川左岸の沖積面に立地し、自然堤防上または自然堤

防間の低地と推定される。標高は約２１ｍを測り、現況は水

田である。

（ ２）調査の概要
　１７か所のトレンチで試掘調査を行った。水田耕作土、水

田造成時の整地土以下は、信濃川の河川堆積物であり、か

つては信濃川の氾濫域と推定される。

（ ３）層　序
Ⅰ　層：暗褐色シルト（水田耕作土）。

Ⅱ　層：褐灰色シルト（水田造成時の整地土）。

Ⅲ　層：青灰色～黄褐色シルト。

Ⅳ　層：明オリーブ灰シルト。

Ⅴ　層：オリーブ灰シルト～砂。

Ⅵ　層：灰色シルト。未分解腐植物が含まれる。

Ⅶ　層：灰色砂。未分解腐植物が含まれる。

Ⅷ　層：灰色砂。

Ⅸ　層：暗灰色シルト。未分解腐植物が多く含まれる（ガツボ層）。

（ 4）遺構・遺物
　なし。

（ 5）調査の結果と取扱い
　調査の結果、遺構・遺物を検出できなかったことから、今回の対象範囲について本発掘調査は不要と判

断する。

第 １図　位置図（ １：５0,000）

第 ５図　 １ T土層断面（東から）第 4図　全景（南東から）

− 77 −

（国土地理院 「長岡」 1:25,000原図 平成19年発行）



第 ２図　トレンチ位置図（ １：２,000）

第 ７図　１0T土層断面（東から）第 ６図　 ５ T土層断面（東から）
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標高（m）

標高（m）

第 ３図- １ 　土層柱状図（ １：40）

第 ３図- ２ 　土層柱状図（ １：40）
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１２　一般国道 ７号朝日温海道路建設事業関係

「推定地 4、推定地 5」（村上市塩野町地区）試掘調査
（ １）立　地
　調査対象地は、岩船山地東側の扇状地の緩斜面、及び丘陵頂部に立地する。標高は扇状地部分が9３～１００

ｍ、丘陵頂部部分が１１７mほどである。扇状地部分には、かつての水田耕作の痕跡も見られるが、現況は杉

林、雑木林である。

（ ２）調査の概要
　２9か所のトレンチで試掘調査を行った。調査対象地が扇状地地形と丘陵頂部の ２地区に立地するため、基

本層序はそれぞれで異なる。

　扇状地部分は表土層以下、扇状地堆積物でほぼ占められ、西側に広がる岩船山地から供給された花崗岩

類の砂礫が厚く堆積する。丘陵頂部は表土層以下が薄く堆積し、すぐに基盤層と思われる層に達する。地

山は固くしまったシルトとなる。

（ ３）層　序
Ⅰ　層：暗褐色シルト（表土）。

Ⅱ　層：黒褐色シルト。砂礫を少量含む。

Ⅲ　層：褐色砂礫土（土石流堆積物）。

Ⅳ　層：にぶい黄橙色～灰色砂礫土（土石流堆積物）。

Ⅴ　層：褐灰色～黒褐色砂礫土。

Ⅵ　層：緑灰色砂礫土（土石流堆積物）。

Ⅶ　層：灰色シルト。

　Ⅲ・Ⅳ・Ⅵ層は土石流堆積物、Ⅱ・Ⅴ層は比較的安定した環境下での堆積、Ⅵ・Ⅶ層は湿地部の堆積と

推定される。

【丘陵頂部】

Ⅰ　層：暗褐色シルト（表土）。未分解腐植物を多く含む。

Ⅱ　層：褐色シルト（地山漸移層）。

Ⅲ　層：明褐色シルト（地山）。

（ 4）遺構・遺物
　なし。また丘陵部では地形観察からも山域等の遺

構は認められなかった

（ 5）調査の結果と取扱い
　調査の結果、遺構・遺物を検出できなかったこと

から、今回の対象範囲について本発掘調査は不要と

判断する。

第 １図　位置図（ １：５0,000）
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（国土地理院 「勝木」「塩野町」 平成元年発行）



第 4図　全景（東から）

第 ７図　８５T土層断面（東から）

第 ６図　７９T土層断面（東から）

第 ５図　７６T土層断面（東から）

第 ２図　トレンチ位置図（ １：２,000）
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第 ９図　１00T土層断面（東から）第 ８図　９３T土層断面（東から）

標高（m）

第 ３図- １ 　土層柱状図（ １：40）
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上：第 ３図- ２ 　土層柱状図（ １：40）
左：第 ３図- ３ 　土層柱状図（ １：40）
下：第 ３図- 4 　土層柱状図（ １：40）

標高（m）

標高（m）

標高（m）
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１３　一般国道 8号一ツ屋敷地区事故対策事業関係

三条市一ツ屋敷新田地内試掘調査

（ １）立　地
　調査対象地は、信濃川右岸の沖積地に立地する。この沖積地は信濃川とこれに流れ込む小河川により形成

されたものと推定される。標高は１０ｍほどである。かつては水田地帯と推定されるが、現況は商用地（更

地）である。

（ ２）調査の概要
　 ３か所のトレンチで試掘調査を行った。旧表土層まで埋め立ての盛土が厚く堆積し、盛土層下部からの

湧水が激しく、これに伴う土砂崩落が著しい。盛土層が１６０㎝前後と厚く、盛土に滞留した湧水からも調査

対象地がかつて低湿地であったものと推定できる。なお １Ｔでは盛土を5０㎝掘削した面でコンクリートの

構造物があり、掘削不可能となった。

（ ３）層　序
０　層：砂礫土（砕石を伴う盛土）。

０ｂ層：砂（砂の盛土）。

Ⅰ　層：灰色シルト（旧表土）。

Ⅱ　層：青灰色粘土。

（ 4）遺構・遺物
　なし。

（ 5）調査の結果と取扱い
　調査の結果、遺構・遺物を検出できなかったことから、今回の対象範囲について本発掘調査は不要と判

断する。

標高（m）

第 ３図　土層柱状図（ １：40）第 １図　位置図（ １：５0,000）
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（国土地理院 「三条」 平成８年発行）
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第 ２図　トレンチ位置図（ １：２,000）

第 4図　全景（南から）

第 ５図　 ２ T土層断面（北西から）

第 ６図　 4 T土層断面（南東から）
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１4　一般国道 ７号朝日温海道路建設事業関係

「推定地 ２」（村上市桧原地区）試掘調査
（ １）立　地
　調査対象地は、岩船山地東側の扇状地の緩斜面に

立地する。標高は49～６０ｍほどである。かつては桑

畑であったが、現況は杉林・雑木林である。

（ ２）調査の概要
　２5か所のトレンチで試掘調査を行った。表土層以

下、扇状地堆積物でほぼ占められる。西側に広がる

岩船山地から供給された花崗岩類の砂礫が厚く堆

積する。ただし、南側ほど岩船山地から遠ざかるた

め、土石流堆積物の礫の粒度は細かくなる。

（ ３）層　序
Ⅰａ層：暗褐色シルト（表土）。

Ⅰｂ層：暗褐色シルト（表土）。Ⅰａ層より明るい。

Ⅰｃ層：黄褐色砂礫土。Ⅰａ・ｂ層とⅡ層の間の土石流堆積物。

Ⅱ　層：黒褐色シルト。砂礫を少量含む。

Ⅲ　層：褐色砂礫土（土石流堆積物）。

Ⅲｂ層：褐色砂礫土（土石流堆積物）。Ⅲ層より暗い。

Ⅳ　層：にぶい黄褐色～黄橙色砂礫土（土石流堆積物）。

Ⅴ　層：灰白色～浅黄橙色砂礫土（土石流堆積物）。

（ 4）遺構・遺物
　なし。

（ 5）調査の結果と取扱い
　調査の結果、遺構・遺物を検出できなかったことから、今回の対象範囲について本発掘調査は不要と判

断する。

第 １図　位置図（ １：５0,000）

第 ５図　１２６～１4１T付近全景（北から）第 4図　１１７～１２５T付近全景（北から）

− 86 −

（国土地理院 「塩野町」 平成元年発行）



第 ２図　トレンチ位置図（ １：２,000）

標高（m）

第 ３図- １ 　土層柱状図（ １：40）
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第 ３図- ２ 　土層柱状図（ １：40）

第 ７図　１２６T土層断面（東から）第 ６図　１１７T土層断面（西から）

標高（m）
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第 ８図　１２９T土層断面（西から） 第 ９図　１３６T土層断面（西から）

標高（m）

第 ３図- ３ 　土層柱状図（ １：40）
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１5　一般国道 ７号朝日温海道路建設事業関係

「推定地 4」（村上市早稲田地区）試掘調査

（ １）立　地
　調査対象地は、岩船山地東側の扇状地の緩斜面に立地する。標高は8２～89ｍほどである。かつては桑畑

であり、昭和３０年代に栗団地に造成されたが、現況は杉林・雑木林である。

（ ２）調査の概要
　4２か所のトレンチで試掘調査を行った。表土層以下、一部に黒褐色～暗褐色シルト質砂～砂礫土が見ら

れたが、これ以外は扇状地堆積物でほぼ占められる。西側に広がる岩船山地から供給された花崗岩類の砂

礫が厚く堆積する。しかも、この付近は岩船山地に近いため礫の粒径は大きい。

（ ３）層　序
０　層：黄褐色砂礫土（カクラン土）。

Ⅰａ層：黒褐色シルト（表土）。砂礫を含む。

Ⅰｂ層：暗褐色砂礫土（表土）。Ⅰａ層より明るい。

Ⅰｃ層：褐色～黄褐色砂礫土。Ⅰａ・ｂ層とⅡ層の間の土石流堆積物。

Ⅱｂ層：暗褐色シルト質砂。Ⅱ層の上位に堆積する。

Ⅱ　層：黒褐色シルト質砂～砂礫土。

Ⅱｃ層：暗褐色シルト質砂。Ⅱ層の下位に堆積する。

Ⅲ　層：褐色砂礫土（土石流堆積物）。

Ⅳ　層：にぶい黄褐色～黄橙色砂礫土（土石流堆積物）。

Ⅴ　層：灰白色～浅黄橙色砂礫土（土石流堆積物）。

（ 4）遺構・遺物
　なし。

（ 5）調査の結果と取扱い
　調査の結果、遺構・遺物を検出できなかったことから、今回の対象範囲について本発掘調査は不要と判

断する。

第 １図　位置図（ １：５0,000） 第 4図　全景（南から）

− 90 −

（国土地理院 「塩野町」 1:25,000原図 平成11年発行）



第 ２図　トレンチ位置図（ １：２,000）

第 ５図　１4２T土層断面（南から）

第 ８図　１５１T土層断面（西から）

第 ７図　１4７T土層断面（東から）

第 ６図　１4５T土層断面（北から）
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標高（m）

第 ３図- １ 　土層柱状図（ １：40）

第１0図　１６0T土層断面（東から）第 ９図　１５６T土層断面（東から）
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標高（m）

第 ３図- ２ 　土層柱状図（ １：40）

第１２図　１７１T土層断面（東から）第１１図　１６８T土層断面（西から）
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標高（m）

第 ３図- ３ 　土層柱状図（ １：40）
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標高（m）

第 ３図- 4 　土層柱状図（ １：40）

第１4図　１８２T土層断面（南東から）第１３図　１７５T土層断面（東から）
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１６　一般国道 ７号朝日温海道路建設事業関係

「推定地 ２」（村上市板屋越地区②）試掘調査

（ １）立　地
　調査対象地は、岩船山地東側の扇状地の緩斜面に立地する。標高は７０～8３ｍほどで、現況は杉林である。

（ ２）調査の概要
　３６か所のトレンチで試掘調査を行った。調査対象地が扇状地地形に立地するため、表土層以下は扇状地

堆積物でほぼ占められる。西側に広がる岩船山地から供給された花崗岩類の砂礫が堆積する。

（ ３）層　序
Ⅰａ層：黒褐色シルト～砂礫土（表土）。

Ⅰｂ層：暗褐色シルト～砂礫土（表土）。

Ⅱ　層：褐色砂礫土（土石流堆積物）。

Ⅱｂ層：灰白色～暗灰色砂（小河川の堆積物か）。

Ⅲ　層：褐色砂礫土（土石流堆積物）。

Ⅳ　層：暗褐色砂～砂礫土。

Ⅴ　層：にぶい黄橙色砂礫土（土石流堆積物）。

　Ⅱ・Ⅲ・Ⅴ層は、扇状地での土石流堆積物と推定される。Ⅳ層は断片的に確認できた層であり、色調か

ら一時的に安定した環境での堆積の可能性が考えられる。またⅢｂ層は灰色系の砂層であり、一時的な小

河川での堆積の可能性がある。

（ 4）遺構・遺物
　なし。

（ 5）調査の結果と取扱い
　調査の結果、遺構・遺物を検出できなかったことから、今回の対象範囲について本発掘調査は不要と判

断する。

第 １図　位置図（ １：５0,000） 第 4図　全景（北から）
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（国土地理院 「塩野町」 1:25,000原図 平成11年発行）



第 ２図　トレンチ位置図（ １：２,000）

第 ５図　１８4T土層断面（南東から）

第 ８図　１９２T土層断面（西から）

第 ７図　１９0T土層断面（東から）

第 ６図　１８８T土層断面（西から）
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第 ３図- １ 　土層柱状図（ １：40）

標高（m）

第 ９図　１９4T土層断面（西から） 第１0図　１９８T土層断面（東から）
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標高（m）

第 ３図- ２ 　土層柱状図（ １：40）
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標高（m）

第 ３図- ３ 　土層柱状図（ １：40）

第１１図　２0２T土層断面（西から） 第１２図　２0７T土層断面（北から）
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第 ３図- 4 　土層柱状図（ １：40）

標高（m）

第１4図　２１９T土層断面（西から）第１３図　２１５T土層断面（東から）
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